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住民の利便性・安全性を向上
（令和元年度決算）
質疑あれこれ
3人が一般質問
翔びたて豊山っ子！ 町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

P12～14にじいろ食堂・総合防災訓練
TOPICS

とっても　おいしいよ （関連記事P16）

　
い
つ
も
読
ん
で
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
３
年
半
の
広
報
編
集
委
員
活
動
で
、よ
り
多

く
の
住
民
の
方
に
読
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
新
聞

表
記
を
基
本
に
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
増
や
す
な

ど
工
夫
し
、様
々
な
改
善
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
の一
般
質
問
の
コ
ー
ナ
ー
は
、議

員
の
顔
が一番
よ
く
見
え
、そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方

な
ど
が
わ
か
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

　
毎
回
、議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
残
す
た
め

の
編
集
作
業
は
、時
間
の
か
か
る
大
変
な
作
業

と
な
り
ま
す
。

　
今
回
、大
き
く
編
集
方
針
が
変
わ
り
ま
し

た
。

　
一
般
質
問
の
コ
ー
ナ
ー
で
各
議
員
か
ら
申
し

出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、編
集
を
し
な
い
で
原
文

原
稿
通
り
に
掲
載
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。こ
の
変
更
に
よ
っ
て
、議
会
だ
よ
り
の

読
者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

翔びたて豊山っ
子！

Ｔ・Ｔ

　
９
月
、新
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
さ
れ
た
給

食
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
よ
り
温
か
く
美
味
し
い
給
食
で
、子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
増
え
ま
し
た
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
が
新
し
く
な
っ
て
、食

器
が
変
わ
っ
て
と
て
も
使
い
や
す
く
な
り

ま
し
た
。お
か
ず
を
も
る
お
皿
が
２
つ
に

区
切
ら
れ
た
の
で
、サ
ラ
ダ
の
し
る
が
混

ざ
ら
な
く
て
、前
よ
り
お
か
ず
を
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、ご
飯
茶
わ
ん
は

中
が
ざ
ら
ざ
ら
し
て
い
る
の
で
、ご
は
ん

が
く
っ
つ
き
に
く
く
き
れ
い
に
食
べ
る
こ

と
も
で
き
て
、と
て
も
便
利
に
な
り
ま
し

た
。お
た
ま
や
ト
ン
グ
の
種
類
も
増
え
、

そ
の
日
の
お
か
ず
な
ど
に
合
わ
せ
て
使
い

分
け
る
こ
と
が
で
き
、配
る
の
も
や
り
や

す
く
な
り
ま
し
た
。給
食
セ
ン
タ
ー
の
み

な
さ
ん
、い
つ
も
お
い
し
い
給
食
を
つ
く
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
翌
日
の
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
を
見
る

の
が
日
課
で
す
。４
時
間
目
に
は
え
ん
ぴ
つ

が
進
ま
な
い
く
ら
い
待
ち
遠
し
い
で
す
。２

学
期
に
な
っ
て
、も
っ
と
給
食
が
好
き
に
な

り
ま
し
た
。ご
は
ん
が
温
か
く
な
っ
た
か
ら

で
す
。温
か
い
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
、ほ
っ

と
す
る
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、苦
手
だ
っ
た
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ

も
、う
す
味
に
な
っ
て
お
い
し
く
な
り
、大

好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
方
た
ち
の

お
か
げ
で
、毎
日
お
い
し
い
給
食
が
食
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、感
し
ゃ
の
気

持
ち
を
わ
す
れ
ず
に
き
れ
い
に
食
べ
た
い

で
す
。

中
村 

心
乃
香

青
山 

依
桜
里

新
し
い
食
器

給
食
、大
好
き

編
集
委
員
の
つ
ぶ
や
き

広報編集委員
議員は選挙区内の方に、

答礼のための自筆によるも
のを除き、年賀状、寒中見舞
い等のあいさつ状を出すこ
とを禁止されています。
ご理解をお願いします。

議会の傍聴に来てください
次回定例会の予定

委 員 長　山本 亮介

副委員長　作野 桂子

委　　員　坪井 孝仁
　　　　　柴田 賢一
　　　　　岡島　 剛

開始時間は午前９時30分から（最終日は午後１時30分から）
議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

12月 7日（月）開会・議案説明
１２月１４日（月）一般質問
１２月１５日（火）議案質疑

１２月１６日（水）福祉建設委員会
１２月１７日（木）総務文教委員会
１２月１８日（金）討論・採決・閉会

年賀状等のあいさつ状の禁止

あ
お
や
ま

　い

　お

　り

な
か
む
ら

　こ

　の

　か
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住民の利便性・ 安全性を向上住民の利便性・ 安全性を向上

　歳入決算額は72億6639万円で、平成30年度に比べ5億9511万円
（8.9％）増加している。予算現額に対し98.3％、調定額に対し97.9％の
収入率となった。構成比では町税が59.9％、国庫支出金8.4％、町債
6.7％、県支出金4.4％の順となっており、これら4科目で歳入総額の
79.3％を占めている。

町税 ４３億５１４４万円

総務費 １１億８０１８万円

民生費  ２０億４９３万円

特別会計決算状況

基金残高

令和元年度におこなった主な事業 歳入コメント

交付税・
その他交付金
５億９２９８万円

県支出金
３億１９６２万円

国庫支出金
６億１１０８万円

諸収入
２億４１７５万円

繰越金 ２億５５１８万円

労働費
5万円

農林水産業費
１億６７万円

商工費
９７１７万円

公債費
１億５７１１万円

議会費
９４３０万円

土木費
５億９１４２万円

教育費
１３億６３４０万円

分担金及び負担金
５１０４万円
分担金及び負担金
５１０４万円

衛生費
７億３０１５万円
衛生費
７億３０１５万円

消防費
４億２５５６万円
消防費
４億２５５６万円 使用料及び手数料

９９４８万円

財産収入他
６７７１万円

町債 ４億８３６０万円

歳入決算額 72億6639万円歳出決算額 67億4494万円

繰入金
１億９２５１万円
繰入金
１億９２５１万円

◎令和2年3月末現在

▲更新された移動系防災行政無線

会計名
国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サービス事業
公共下水道事業
合計

13億8419万円
2億1915万円
9億4174万円

405万円
6億4617万円
31億9530万円

財政調整基金
介護保険基金
子ども医療費助成事業基金
遺児高校入学祝金支給事業基金
教育施設整備基金
公共施設等保全整備基金
森林環境譲与税基金

16億8353万円
1億1380万円

0円
182万円

4億1738万円
2億3605万円

57万円

令和元年度議長交際費 143,300円

給食センター建設工事
友好都市交流(グラント郡・せたな町など)
移動系防災行政無線設備更新工事
コンビニ収納

4億2758万円
８０１万円

1億945万円
６７万円

13億5995万円
2億1578万円
9億1571万円

307万円
6億4516万円
31億3967万円

2424万円
337万円
2603万円
98万円
101万円
5563万円

賛成８反対1認定
賛成８反対１認定
全員賛成認定
全員賛成認定
全員賛成認定

歳入 歳出 差引 審議結果

町民税、固定資産税、
軽自動車税など

国からの分配金

前年度からの
持越しのお金

国からの補助金など

他会計からのお金

借金など

県からの補助金など
税金の賦課徴収、
防災などにかかるお金

ごみ処理、検診など
にかかるお金

労働支援者など
にかかるお金

農業対策など
にかかるお金

道路整備など
にかかるお金

消防活動に
かかるお金

借金の返済に
かかるお金

議会の運営に
かかるお金

給食、小中学校の施設
管理などにかかるお金

高齢者・障害者福祉、
保育園などにかかる
お金

商工業や観光
振興などに
かかるお金

９
月

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

　
第
３
回
定
例
会
が
９
月
７
日
か
ら
24
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。財
政
健
全
化

判
断
比
率
の
報
告
、工
事
請
負
契
約
の
締
結
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
指
定

管
理
者
の
指
定
、人
事
案
件
、条
例
の
一
部
改
正
、令
和
元
年
度
決
算
、補
正
予

算
、意
見
書
の
提
出
な
ど
２２
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

◎万円で端数調整をおこなっています。

令和元年
度

一般会計
決 算

保育料など

▲地空人くんコロッケ

歳入歳出
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社
会
福
祉
協
議
会
を
指
定
管
理
者

と
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

民
間
の
活
力
、ノ
ウ
ハ
ウ
や
き
め
細

か
な
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
期
待
で
き

る
。

〈
ふ
る
さ
と
寄
附
金
〉

ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業
の
実
績
は
。

寄
附
額
は
２
４
９
６
万
円
で
、経
費

は
１
０
９
８
万
円
で
あ
っ
た
。一
方
、町
民

税
の
寄
附
金
控
除
額
は
１
９
１
４
万
円

で
あ
っ
た
。

〈
と
よ
や
ま
タ
ウ
ン
バ
ス
〉

タ
ウ
ン
バ
ス
の
利
用
者
が
減
少
し
た

の
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
か
ら
か
。

令
和
２
年
３
月
は
対
前
年
比
22
％
減

と
な
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
は
あ
っ
た
と
考
え
る
。

〈
国
際
交
流
員
〉

国
際
交
流
員
の
業
務
内
容
と
現
状

は
。米

国
渡
航
時
の
支
援
や
グ
ラ
ン
ト

郡
と
の
姉
妹
提
携
時
の
通
訳
、広
報
へ

の
コ
ラ
ム
の
掲
載
な
ど
を
行
っ
た
。国
際

交
流
員
は
３
月
に
帰
国
し
て
お
り
、テ

レ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
た
が
、令
和
２
年

７
月
に
契
約
が
終
了
し
て
い
る
。

　
現
在
、後
任
に
つ
い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、自
治
体
国
際
化
協
会
が
人
材

を
斡
旋
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

〈
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
〉

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
用
の

一
部
補
助
を
実
施
し
た
が
、今
後
の
課
題

は
。申

請
者
数
は
１
１
２
人
。中
学
生
以

下
が
90
人
、65
歳
以
上
が
22
人
。高
齢
者

の
申
請
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
課

題
で
あ
る
と
考
え
る
。今
後
も
引
き
続

き
Ｐ
Ｒ
に
務
め
る
。

〈
ヒ
コ
ー
キ
の
ま
ち
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
〉

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
今
後
の
展
望

は
。ヒ

コ
ー
キ
の
ま
ち
豊
山
町
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
開
発
し
た「
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
ラ
ン
チ
」

と
「
ヒ
コ
ー
キ
ス
イ
ー
ツ
」
を
Ｐ
Ｒ
し

た
。ま
た
、あ
い
ち
航
空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で「
ヒ
コ
ー
キ
の
お
し
ご
と
参
観
日
」を

開
催
し
た
。

　
今
後
は
、開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
取
り

組
み
を
恒
常
的
な
も
の
に
発
展
さ
せ
て

い
き
、ヒ
コ
ー
キ
の
ま
ち
豊
山
町
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
の
定
着
を
図
り
た
い
。

〈
自
治
会
活
動
〉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
っ
て
、自
治
会
の
総
会
が
年
度
内

に
で
き
ず
、役
員
の
引
き
継
ぎ
や
活
動

の
停
滞
が
懸
念
さ
れ
る
。地
区
役
員
か

ら
ど
の
よ
う
な
相
談
が
あ
っ
た
か
。ま

た
、ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か
。

総
会
が
開
催
で
き
な
い
、役
員
の
引

き
継
ぎ
が
円
滑
に
で
き
な
い
な
ど
の
相

談
が
あ
っ
た
。

　
書
面
開
催
や
参
加
人
数
の
制
限
な
ど

を
提
案
し
た
。

〈
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
〉

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
利
用
数
減

少
の
理
由
と
今
後
の
課
題
は
。

利
用
者
の
子
ど
も
が
大
き
く
な
り
、

日
曜
日
を
利
用
し
な
く
な
っ
た
た
め
で

あ
る
。今
後
は
、広
く
制
度
の
周
知
を
行

い
、会
員
の
増
加
に
努
め
る
。

〈
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
〉

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
対
象
に
小
学
生

と
中
学
生
を
加
え
た
理
由
は
。

夏
休
み
期
間
中
、早
寝
早
起
き
、朝

食
の
摂
取
な
ど
目
標
を
設
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、生
活
リ
ズ
ム
の
崩
れ
を
防
止

す
る
た
め
で
あ
る
。

〈
農
業
用
水
路
ゲ
ー
ト
〉

補
修
工
事
で
、ゲ
ー
ト
の
場
所
を
移

動
さ
せ
た
理
由
は
。

油
圧
式
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
式
に
変
更

し
、操
作
位
置
が
変
わ
っ
た
た
め
で
あ

る
。

〈
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
〉

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
の
実
績

は
。商

品
券
使
用
枚
数
は
４
万
３
４
１
６

枚
で
、使
用
金
額
は
２
１
７
０
万
８
０
０

０
円
、う
ち
プ
レ
ミ
ア
ム
分
は
４
３
４
万

１
６
０
０
円
で
あ
る
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
し
い
の
木
・

ひ
ま
わ
り
）
の
指
定
管
理
者
の
指
定
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Q

A

A QA
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AA〈
神
明
公
園
の
維
持
工
事
〉

神
明
公
園
の
主
な
工
事
内
容
は
。

屋
外
ト
イ
レ
２
か
所
の
改
修
、非
常

時
に
活
用
す
る
井
戸
の
設
置
、ベ
ン
チ
の

改
修
で
あ
る
。

〈
自
主
防
災
会
活
動
〉

３
小
学
校
区
で
、そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

う
な
自
主
防
災
活
動
が
行
わ
れ
た
の

か
。職
員
の
参
加
は
あ
っ
た
の
か
。

豊
山
小
学
校
区
は
、自
主
防
災
訓
練

を
実
施
し
、校
区
の
住
民
約
１
２
０
人

が
参
加
し
た
。

　
新
栄
小
学
校
区
は
、給
食
給
水
班
、消

火
班
、避
難
誘
導
班
な
ど
、班
ご
と
に
勉

強
会
を
行
っ
た
。学
習
し
た
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
自
主
防
災
訓
練
を
実
施

し
、校
区
の
住
民
約
60
人
が
参
加
し
た
。

　
志
水
小
学
校
区
は
、町
と
の
共
催
で

防
災
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
、

校
区
の
住
民
１
０
５
名
が
参
加
し
た
。

　
ま
た
、３
小
学
校
区
で
、総
合
防
災
訓

練
に
参
加
し
、名
古
屋
大
学
の
減
災
館

で
合
同
研
修
も
行
っ
た
。

　
町
職
員
に
つ
い
て
は
、各
小
学
校
区
の

活
動
の
補
助
役
と
し
て
訓
練
、研
修
会

な
ど
に
参
加
し
て
い
る
。

〈
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授
業
〉

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
て
２
年
目
と

な
る
。授
業
で
の
変
化
は
あ
っ
た
か
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
教

員
に
と
っ
て
指
導
の
幅
が
広
が
り
、児
童

生
徒
に
と
っ
て
、よ
り
質
の
高
い
授
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

　
希
望
す
る
教
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
貸
し
出
し
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
デ
ザ
イ

ナ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
た
。

ま
た
、教
育
委
員
会
主
催
で
町
内
全
教

員
を
対
象
に
研
修
会
を
毎
年
行
っ
て
い

る
が
、３
回
連
続
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

を
テ
ー
マ
に
し
た
。

〈
町
長
選
挙
の
コ
ロ
ナ
対
策
〉

投
票
所
や
開
票
所
の
コ
ロ
ナ
対
策

は
。万

全
の
対
策
を
行
う
。

〈
キ
ャ
リ
ア
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

キ
ャ
リ
ア
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
概
要
は
。

職
業
観
や
勤
労
観
を
育
成
す
る
た

め
に
行
う
事
業
で
あ
る
。今
回
は
、新
栄

小
学
校
の
５・６
年
生
を
対
象
に
実
施
す

る
。

　
主
な
内
容
と
し
て
、６
年
生
は
①
地

域
の
社
会
人
を
講
師
に
招
き
、働
く
こ

と
の
意
義
や
、や
り
が
い
に
つ
い
て
話
を

聞
く
。②
航
空
会
社
へ
出
か
け
、現
場
を

見
た
り
体
験
を
し
た
り
話
を
伺
っ
た
り

す
る
。③
働
く
こ
と
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ

と
や
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
、発
表
を

す
る
。

　
５
年
生
は
発
表
を
聞
き
、感
想
文
を

書
く
。
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▲改修工事が行われた神明公園

タウンバス利用者数

令和元年度

平成３０年度

差引

対前年度比

71,851人

75,126人

△3,275人

△４％
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△２２％
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○投票所と開票所の入口に手指消毒液の設置

○受付係と投票用紙交付係の机に飛沫防止パネルの設置

○投票に来られた方のソーシャルディスタンスを確保するための
誘導用サインシートやベルトパーテーションの設置

○定期的な会場内の換気

○投票用紙に記入していただくときに使用する鉛筆や記載台等
の定期的なアルコール消毒　など ▲ヒコーキのおしごと参観日
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社
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福
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を
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管
理
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力
、ノ
ウ
ハ
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や
き
め
細
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期
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る
。
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９
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の
は
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コ
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ナ
ウ
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ス
感
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の

影
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か
ら
か
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和
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年
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は
対
前
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比
22
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と
な
り
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ウ
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ス
感
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の
影
響
は
あ
っ
た
と
考
え
る
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流
員
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交
流
員
の
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内
容
と
現
状

は
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航
時
の
支
援
や
グ
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ト

郡
と
の
姉
妹
提
携
時
の
通
訳
、広
報
へ

の
コ
ラ
ム
の
掲
載
な
ど
を
行
っ
た
。国
際

交
流
員
は
３
月
に
帰
国
し
て
お
り
、テ

レ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
た
が
、令
和
２
年

７
月
に
契
約
が
終
了
し
て
い
る
。

　
現
在
、後
任
に
つ
い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、自
治
体
国
際
化
協
会
が
人
材

を
斡
旋
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

〈
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
〉

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
用
の

一
部
補
助
を
実
施
し
た
が
、今
後
の
課
題

は
。申

請
者
数
は
１
１
２
人
。中
学
生
以

下
が
90
人
、65
歳
以
上
が
22
人
。高
齢
者

の
申
請
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
課

題
で
あ
る
と
考
え
る
。今
後
も
引
き
続

き
Ｐ
Ｒ
に
務
め
る
。

〈
ヒ
コ
ー
キ
の
ま
ち
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
〉

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
今
後
の
展
望

は
。ヒ

コ
ー
キ
の
ま
ち
豊
山
町
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
開
発
し
た「
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
ラ
ン
チ
」

と
「
ヒ
コ
ー
キ
ス
イ
ー
ツ
」
を
Ｐ
Ｒ
し

た
。ま
た
、あ
い
ち
航
空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で「
ヒ
コ
ー
キ
の
お
し
ご
と
参
観
日
」を

開
催
し
た
。

　
今
後
は
、開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
取
り

組
み
を
恒
常
的
な
も
の
に
発
展
さ
せ
て

い
き
、ヒ
コ
ー
キ
の
ま
ち
豊
山
町
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
の
定
着
を
図
り
た
い
。

〈
自
治
会
活
動
〉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
っ
て
、自
治
会
の
総
会
が
年
度
内

に
で
き
ず
、役
員
の
引
き
継
ぎ
や
活
動

の
停
滞
が
懸
念
さ
れ
る
。地
区
役
員
か

ら
ど
の
よ
う
な
相
談
が
あ
っ
た
か
。ま

た
、ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か
。

総
会
が
開
催
で
き
な
い
、役
員
の
引

き
継
ぎ
が
円
滑
に
で
き
な
い
な
ど
の
相

談
が
あ
っ
た
。

　
書
面
開
催
や
参
加
人
数
の
制
限
な
ど

を
提
案
し
た
。

〈
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
〉

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
利
用
数
減

少
の
理
由
と
今
後
の
課
題
は
。

利
用
者
の
子
ど
も
が
大
き
く
な
り
、

日
曜
日
を
利
用
し
な
く
な
っ
た
た
め
で

あ
る
。今
後
は
、広
く
制
度
の
周
知
を
行

い
、会
員
の
増
加
に
努
め
る
。

〈
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
〉

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
対
象
に
小
学
生

と
中
学
生
を
加
え
た
理
由
は
。

夏
休
み
期
間
中
、早
寝
早
起
き
、朝

食
の
摂
取
な
ど
目
標
を
設
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、生
活
リ
ズ
ム
の
崩
れ
を
防
止

す
る
た
め
で
あ
る
。

〈
農
業
用
水
路
ゲ
ー
ト
〉

補
修
工
事
で
、ゲ
ー
ト
の
場
所
を
移

動
さ
せ
た
理
由
は
。

油
圧
式
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
式
に
変
更

し
、操
作
位
置
が
変
わ
っ
た
た
め
で
あ

る
。

〈
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
〉

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
の
実
績

は
。商

品
券
使
用
枚
数
は
４
万
３
４
１
６

枚
で
、使
用
金
額
は
２
１
７
０
万
８
０
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０
円
、う
ち
プ
レ
ミ
ア
ム
分
は
４
３
４
万

１
６
０
０
円
で
あ
る
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
し
い
の
木
・

ひ
ま
わ
り
）
の
指
定
管
理
者
の
指
定
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AA〈
神
明
公
園
の
維
持
工
事
〉

神
明
公
園
の
主
な
工
事
内
容
は
。

屋
外
ト
イ
レ
２
か
所
の
改
修
、非
常

時
に
活
用
す
る
井
戸
の
設
置
、ベ
ン
チ
の

改
修
で
あ
る
。

〈
自
主
防
災
会
活
動
〉

３
小
学
校
区
で
、そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

う
な
自
主
防
災
活
動
が
行
わ
れ
た
の

か
。職
員
の
参
加
は
あ
っ
た
の
か
。

豊
山
小
学
校
区
は
、自
主
防
災
訓
練

を
実
施
し
、校
区
の
住
民
約
１
２
０
人

が
参
加
し
た
。

　
新
栄
小
学
校
区
は
、給
食
給
水
班
、消

火
班
、避
難
誘
導
班
な
ど
、班
ご
と
に
勉

強
会
を
行
っ
た
。学
習
し
た
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
自
主
防
災
訓
練
を
実
施

し
、校
区
の
住
民
約
60
人
が
参
加
し
た
。

　
志
水
小
学
校
区
は
、町
と
の
共
催
で

防
災
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
、

校
区
の
住
民
１
０
５
名
が
参
加
し
た
。

　
ま
た
、３
小
学
校
区
で
、総
合
防
災
訓

練
に
参
加
し
、名
古
屋
大
学
の
減
災
館

で
合
同
研
修
も
行
っ
た
。

　
町
職
員
に
つ
い
て
は
、各
小
学
校
区
の

活
動
の
補
助
役
と
し
て
訓
練
、研
修
会

な
ど
に
参
加
し
て
い
る
。

〈
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授
業
〉

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
て
２
年
目
と

な
る
。授
業
で
の
変
化
は
あ
っ
た
か
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
教

員
に
と
っ
て
指
導
の
幅
が
広
が
り
、児
童

生
徒
に
と
っ
て
、よ
り
質
の
高
い
授
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

　
希
望
す
る
教
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
貸
し
出
し
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
デ
ザ
イ

ナ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
た
。

ま
た
、教
育
委
員
会
主
催
で
町
内
全
教

員
を
対
象
に
研
修
会
を
毎
年
行
っ
て
い

る
が
、３
回
連
続
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

を
テ
ー
マ
に
し
た
。

〈
町
長
選
挙
の
コ
ロ
ナ
対
策
〉

投
票
所
や
開
票
所
の
コ
ロ
ナ
対
策

は
。万

全
の
対
策
を
行
う
。

〈
キ
ャ
リ
ア
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

キ
ャ
リ
ア
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
概
要
は
。

職
業
観
や
勤
労
観
を
育
成
す
る
た

め
に
行
う
事
業
で
あ
る
。今
回
は
、新
栄

小
学
校
の
５・６
年
生
を
対
象
に
実
施
す

る
。

　
主
な
内
容
と
し
て
、６
年
生
は
①
地

域
の
社
会
人
を
講
師
に
招
き
、働
く
こ

と
の
意
義
や
、や
り
が
い
に
つ
い
て
話
を

聞
く
。②
航
空
会
社
へ
出
か
け
、現
場
を

見
た
り
体
験
を
し
た
り
話
を
伺
っ
た
り

す
る
。③
働
く
こ
と
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ

と
や
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
、発
表
を

す
る
。

　
５
年
生
は
発
表
を
聞
き
、感
想
文
を

書
く
。

Q

Q

A QA

A

QA

QA

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算

QAQAQA

▲改修工事が行われた神明公園

タウンバス利用者数

令和元年度

平成３０年度

差引

対前年度比

71,851人

75,126人

△3,275人

△４％

令和2年3月

平成31年3月

差引

対前年比

4,882人

6,282人

△1,400人

△２２％

QA

○投票所と開票所の入口に手指消毒液の設置

○受付係と投票用紙交付係の机に飛沫防止パネルの設置

○投票に来られた方のソーシャルディスタンスを確保するための
誘導用サインシートやベルトパーテーションの設置

○定期的な会場内の換気

○投票用紙に記入していただくときに使用する鉛筆や記載台等
の定期的なアルコール消毒　など ▲ヒコーキのおしごと参観日

質疑あれこれ
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町独自の持続化支援金町独自の持続化支援金

インフルエンザ予防接種補助金インフルエンザ予防接種補助金

議会にタブレット導入議会にタブレット導入 議会改革等特別委員会議会改革等特別委員会

審議結果

総合福祉センター等の指定管理者の指定
工事請負契約の締結
監査委員（堀尾博樹）の選任
固定資産評価審査委員会委員（安藤進啓）の選任
教育委員会委員（小出正文）の任命
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
令和元年度一般会計歳入歳出決算の認定
令和元年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
令和元年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
令和元年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
令和元年度介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定
令和元年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
令和２年度一般会計補正予算（第５号）
令和２年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和２年度介護保険特別会計補正予算（第１号）
令和２年度介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）
令和２年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
令和２年度一般会計補正予算（第６号）
令和２年度介護保険特別会計補正予算（第２号）
定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書の提出
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出

全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 同 意
全 員 賛 成 同 意
全 員 賛 成 同 意
全 員 賛 成 可 決
賛成８反対１認定
賛成８反対１認定
賛成８反対１認定
全 員 賛 成 認 定
全 員 賛 成 認 定
全 員 賛 成 認 定
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 可 決
全 員 賛 成 採 択
全 員 賛 成 採 択

議　案 審議結果

令和元年度一般会計決算

賛 成

 限られた財源の中で、中道地区の道路改良工事、移
動系防災行政無線のデジタル化更新工事、防犯カメラ
の設置が行われた。また、小中学校の普通教室にエア
コンが設置され、新給食センターの建設工事も実施さ
れた。第４次総合計画後期基本計画に基づいて適正に
実行された。

反 対

　一般会計から国保会計への法定外繰入金が削減さ
れており、その結果、国保税の均等割額が引き上げら
れている。均等割額の引き上げは応益、つまり負担能
力に関わらず負担するものであり、低所得の被保険
者の負担が大きくなった。この点について、賛同でき
ない。

賛成討論　　反対討論VS

岡島政信議員 山本亮介議員

計画に基づき適正に実行 法定外繰入金の削減に反対

議長は採決に加わりません。

新型コロナウイルス感染症拡大により
経営に大きな影響を受けた中小企業者へ独自の支援金を交付

問合せ　産業・都市政策課　持続化支援金担当　0568-28-0944

問合せ　保健センター　0568-28-3150

③生後６カ月から中学３年生まで
・町独自の対策
・インフルエンザ予防接種１回につき１０００円の補助

①満65歳以上の方
②満60歳から64歳までの方で、心臓、じん臓、もしくは
　呼吸器の機能障害及びヒト免疫不全ウイルスによる
　免疫の機能障害（いずれも身体障害者手帳1級相当の障害）を有する方
・県の補助金を活用
・自己負担分が０円

　８月に、各議員にタブレットが配布されました。９月議会で
タブレットを導入し、議員活動における合理化、効率化、紙の
削減が図られました。
　タブレット１台で予算書、決算書、議案などが集約され、住
民のみなさんへの情報提供も行いやすくなりました。

対象者

要　件

交付額

・町内に本店登記し事業所がある法人
・町内に住民票がある者や事業所の拠点がある個人

・上限１０万円

①愛知県・豊山町新型コロナウイルス感染症対策休業協力金
②豊山町新型コロナウイルス感染症対策休業協力金
③豊山町新型コロナウイルス感染症対策理・美容休業協力金
④豊山町新型コロナウイルス感染症対策医療機関助成金
⑤豊山町飲食店新型コロナウイルス感染症対策補助金

・２０２０年１月から１２月までの間で、２０１９年同月比で
 事業収入が２０％以上５０％未満減少した月があること
・以下の５つの交付を 受けていないこと
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９月１４日（月）３人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員が住民に
代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町のあり方について議
論、提言することである。

議会だよりには、太字のみ掲載

◎全文記録（議事録）は、11月上旬に町ホームページ掲載しますのでご覧ください。

1 山 本 亮 介 P.9

●９月以降の学校給食について
○新型コロナウイルス感染症拡大の
　影響を考慮した国保運営を
○新型コロナウイルスの感染者、濃厚接触者への
　支援、ＰＣＲ検査への補助を

2 作 野 桂 子
●臨時的、長期的な子供たちの居場所づくり
○学校休業時の特別な支援が必要な児童への対策

3 坂 田 芳 郎

P.10

●町長退職金／１５５０万円。返上の意志は P.11

あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

９
月
１
日
か
ら
新
給
食
セ

ン
タ
ー
が
本
格
稼
働
し
た
。

「
乳
」と
「
卵
」の
ア
レ
ル
ギ
ー
に

対
応
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

全
員
協
議
会
の
場
で
９
月
か
ら
の

対
応
は
で
き
な
い
と
、報
告
が
あ
っ

た
。９
月
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が

で
き
な
い
理
由
に
つ
い
て
、改
め
て

説
明
を
。教

育
委
員
会
事
務
局
長

新
給
食
セ
ン
タ
ー
は
９
月

１
日
か
ら
１
日
約
１
６
０
０
食
を

町
内
小
中
学
校
へ
提
供
し
て
い

る
。ア
レ
ル
ギ
ー
食
専
用
の
調
理

室
を
設
置
す
る
な
ど
、学
校
給
食

衛
生
管
理
基
準
に
適
合
し
た
最
新

の
施
設
を
整
備
し
て
い
る
。

　
新
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、ま
ず

は
「
乳
」と
「
卵
」を
加
え
な
い
給

食
を
ア
レ
ル
ギ
ー
食
専
用
の
調
理

室
で
調
理
し
、対
象
児
童
生
徒
の

専
用
の
個
人
用
容
器
を
使
っ
て
提

供
す
る
こ
と
な
ど
を
予
定
し
て
お

り
、弁
当
持
参
と
い
っ
た
保
護
者

の
負
担
軽
減
を
図
る
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
食
の
対
応
は
、児

童
生
徒
の
生
命
・
健
康
に
関
わ
る

重
要
な
事
項
で
あ
り
、給
食
セ
ン

タ
ー
の
み
な
ら
ず
、学
校
の
受
け

入
れ
態
勢
も
含
め
て
万
全
の
準
備

を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
調
理
器
具

の
取
扱
い
は
も
と
よ
り
、対
象
児

童
生
徒
専
用
の
食
器
の
導
入
、調

理
工
程
の
確
認
な
ど
、そ
の
技
術

を
習
熟
す
る
た
め
に
最
低
で
も
半

年
程
度
の
準
備
期
間
を
要
す
る
と

考
え
て
い
る
。

保
護
者
負
担
の
軽
減
の
た

め
、で
き
る
だ
け
早
く
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
が
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
基
本
方

針
を
含
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
ま
も
な

く
整
う
（
９
月
14
日
時
点
）。

　
そ
の
後
、こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従

い
、年
内
に
は
保
護
者
へ
の
説
明
と

個
別
面
談
の
実
施
、医
師
の
診
断
な

ど
を
経
て
、対
象
児
童
生
徒
へ
の
個

別
具
体
的
な
対
応
方
法
を
決
定
し

て
い
く
。

　
同
時
に
、調
理
現
場
に
お
い
て

は
、作
業
行
程
の
見
極
め
、器
具
の

取
扱
い
の
安
全
確
認
な
ど
、万
全

の
準
備
を
進
め
て
、令
和
３
年
度

早
々
に
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
提

供
を
目
指
し
て
い
く
。

「
学
校
給
食
費
の
支
払
い
に

つ
い
て
の
確
認
書
」が
８
月

下
旬
に
小
中
学
校
に
配
ら
れ
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
文
書
を
配
布
し

て
い
る
理
由
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

給
食
費
の
未
納
を
防
ぐ
た

め
、豊
山
町
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
か
ら
提
案
を
い
た
だ
き
、

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
、毎
年
給
食
が
開
始
さ
れ
る
４

月
に
保
護
者
の
皆
様
に
対
し
て
配

布
し
て
い
る
。本
年
度
は
１
学
期

間
の
給
食
費
を
無
料
と
し
て
い
た

の
で
、２
学
期
に
合
わ
せ
て
配
布

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
を
失
い
、

収
入
が
減
り
、経
済
的
に

苦
し
く
な
っ
て
い
る
ご
家
庭
も
あ

る
。「
確
認
書
」と
言
う
も
の
の
、

「
誓
約
書
」と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
文
書
で
、重
い
文
書
で
あ
る
。

給
食
費
の
支
払
い
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、一
律
に
確
認
書
を
書
か
せ

る
対
応
も
問
題
が
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
確
認
書
を

書
か
せ
る
こ
と
は
不
適
切
で
は
な

い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

学
校
給
食
は
、児
童
・
生
徒

の
心
身
の
健
全
な
発
達
に
資
す
る

も
の
で
あ
り
、児
童
・
生
徒
の
食
に

関
す
る
正
し
い
理
解
と
適
切
な
判

断
力
を
養
う
上
で
、重
要
な
役
割

を
果
た
す
。

　
確
認
書
に
は
給
食
費
の
お
支
払

い
と
併
せ
て
、給
食
の
運
営
は
本

町
と
保
護
者
が
双
方
の
経
費
負
担

に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
と
も
案

内
し
て
い
る
。

　
す
べ
て
の
保
護
者
の
皆
様
に
公

平
に
負
担
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

学
校
給
食
の
意
義
・
役
割
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
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山本亮介 議員
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。

「
乳
」と
「
卵
」の
ア
レ
ル
ギ
ー
に

対
応
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
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全
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の
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９
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の

対
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は
で
き
な
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と
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が
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っ

た
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か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
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が

で
き
な
い
理
由
に
つ
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て
、改
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て

説
明
を
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事
務
局
長

新
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は
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１
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１
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約
１
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０
０
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を

町
内
小
中
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へ
提
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る
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専
用
の
調
理

室
を
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な
ど
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。
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用
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提
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こ
と
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ど
を
予
定
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お

り
、弁
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持
参
と
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た
保
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者

の
負
担
軽
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を
図
る
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健
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受
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入
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の
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な
ど
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の
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を
習
熟
す
る
た
め
に
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で
も
半

年
程
度
の
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期
間
を
要
す
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と
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。
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だ
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く
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が
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の
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。
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の
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方
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ア
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が
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整
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（
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14
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時
点
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そ
の
後
、こ
の
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ア
ル
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従
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内
に
は
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明
と

個
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面
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の
実
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な

ど
を
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て
、対
象
児
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生
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へ
の
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的
な
対
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方
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を
決
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理
現
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お
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の
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安
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度
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対
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の
提

供
を
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「
学
校
給
食
費
の
支
払
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に

つ
い
て
の
確
認
書
」が
８
月

下
旬
に
小
中
学
校
に
配
ら
れ
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
文
書
を
配
布
し

て
い
る
理
由
は
。

教
育
委
員
会
事
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局
長

給
食
費
の
未
納
を
防
ぐ
た

め
、豊
山
町
給
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セ
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ー
運
営

委
員
会
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提
案
を
い
た
だ
き
、

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
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平
成
30
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
、毎
年
給
食
が
開
始
さ
れ
る
４

月
に
保
護
者
の
皆
様
に
対
し
て
配

布
し
て
い
る
。本
年
度
は
１
学
期

間
の
給
食
費
を
無
料
と
し
て
い
た

の
で
、２
学
期
に
合
わ
せ
て
配
布

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
を
失
い
、

収
入
が
減
り
、経
済
的
に

苦
し
く
な
っ
て
い
る
ご
家
庭
も
あ

る
。「
確
認
書
」と
言
う
も
の
の
、

「
誓
約
書
」と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
文
書
で
、重
い
文
書
で
あ
る
。

給
食
費
の
支
払
い
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、一
律
に
確
認
書
を
書
か
せ

る
対
応
も
問
題
が
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
確
認
書
を

書
か
せ
る
こ
と
は
不
適
切
で
は
な

い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

学
校
給
食
は
、児
童
・
生
徒

の
心
身
の
健
全
な
発
達
に
資
す
る

も
の
で
あ
り
、児
童
・
生
徒
の
食
に

関
す
る
正
し
い
理
解
と
適
切
な
判

断
力
を
養
う
上
で
、重
要
な
役
割

を
果
た
す
。

　
確
認
書
に
は
給
食
費
の
お
支
払

い
と
併
せ
て
、給
食
の
運
営
は
本

町
と
保
護
者
が
双
方
の
経
費
負
担

に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
と
も
案

内
し
て
い
る
。

　
す
べ
て
の
保
護
者
の
皆
様
に
公

平
に
負
担
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

学
校
給
食
の
意
義
・
役
割
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
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臨
時
休
校
中
の
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
対
策
を
考
え
る
上
で
、重

要
な
点
は「
何
よ
り
も
、子
ど
も
た

ち
の
健
康
・
安
全
を
第
一
に
考
え
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
や
教
職
員
が

日
常
的
に
長
時
間
集
ま
る
こ
と
に

よ
る
感
染
症
リ
ス
ク
に
予
め
備
え

る
観
点
か
ら
」一
斉
の
臨
時
休
校
が

要
請
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。(

文
科

省
・
厚
労
省
の
通
知
文
よ
り
抜
粋)

　
国
や
愛
知
県
か
ら
各
市
町
村
へ

同
じ
要
請
が
出
さ
れ
た
が
、県
内

で
も
様
々
な
方
法
で
居
場
所
が
確

保
さ
れ
た
。要
請
を
ど
う
受
け
止

め
、い
か
に
実
施
す
る
の
か
、答
え

は
１
つ
で
は
な
い
。

　
今
後
は
、休
校
中
に
実
施
し
た

対
策
の
検
証
、計
画
の
見
直
し
や

今
後
の
休
校
な
ど
に
備
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

自
主
登
校
の
あ
っ
た
38
日

間
の
利
用
人
数
は
、
な
か

よ
し
会
の
一
日
の
平
均
が
約
85
人
、

の
べ
３
２
２
５
人
。自
主
登
校
の
一

日
の
平
均
が
約
10
人
、の
べ
３
９
５

人
と
、大
き
な
差
が
あ
っ
た
。４
月

以
降
の
自
主
登
校
は
、各
校
で
１
、

２
人
の
日
が
多
く
、利
用
の
多
い

日
で
も
３
校
合
わ
せ
て
８
人
で

あ
っ
た
。

　
現
在
も
、な
か
よ
し
会
の
「
密
」

は
解
消
し
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
。
今
後
は
、
な
か
よ
し
会
の
ス

ペ
ー
ス
確
保
や
居
場
所
の
分
散
を

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
今
回
の
検
証
と
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
福
祉
課
の
見
解
は
。

生
活
福
祉
部
長

休
校
中
は
午
前
８
時
か
ら

の
利
用
を
可
能
と
す
る
な
ど
、両

親
が
働
く
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
に
努
め
た
。ま
た
、緊
急
メ
ー
ル

の
導
入
や
指
導
員
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
対
策
を
実
施
し
た
。

　
福
祉
課
と
し
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、現
在
の
利
用
人
数
が
続

い
た
場
合
、感
染
症
防
止
対
策
に

必
要
な
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
指
導

員
の
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
を
懸

念
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、関
係
部
局
と
調
整
の

う
え
、な
か
よ
し
会
の
運
営
体
制

や
実
施
場
所
の
見
直
し
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

文
科
省
・
厚
労
省
は
３
月
２

日
に
、子
ど
も
の
居
場
所
確

保
に
向
け
た
取
組
方
策
と
し
て

「
学
校
の
教
室
等
の
活
用
」
を
示

し
て
い
る
。

 

　
休
校
中
、学
校
施
設
を
使
わ
な

か
っ
た
理
由
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

感
染
の
流
行
を
早
期
に
終

息
さ
せ
る
た
め
、極
め
て
重
要
な

時
期
で
あ
っ
た
。
学
校
施
設
の
利

用
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
適

切
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

国
は
放
課
後
児
童
対
策
と
し

て
様
々
な
取
組
を
し
て
い
る
。

　
町
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
回

数
が
10
年
前
か
ら
増
え
て
い
な
い

理
由
と
今
後
の
計
画
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
運

営
委
員
会
に
て
検
証
し
た
結
果
、

今
も
週
２
回
の
実
施
と
な
っ
て
い

る
。第
５
次
総
合
計
画
に
、な
か
よ

し
会
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
効

果
的
・
効
率
的
な
運
用
に
よ
る
放
課

後
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
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新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
は
じ
め
と

す
る
、社
会
の
激
変
に
は
驚
か
さ

れ
る
。

　
家
庭
に
お
い
て
は
、新
た
な
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
翻
弄
さ
れ
る

中
で
の
、時
短
・
雇
い
止
め
・
解
雇
・

廃
業
等
に
よ
る
所
得
の
激
減
。

　
行
政
当
局
に
あ
っ
て
は
、教
育
・

福
祉
行
政
等
の
混
乱
に
よ
る
、突

然
の
緊
急
対
策
と
財
政
出
動
。

　
こ
の
様
な
中
、町
を
あ
げ
て
の

推
進
政
策
で
も
あ
っ
た
、航
空
産

業
の
大
幅
縮
小
。今
年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
の
５
次
総
合
計
画
は
、い

き
な
り
足
元
を
払
わ
れ
、全
体
像

の
抜
本
的
見
直
し
さ
え
も
余
儀
な

く
さ
れ
る
状
況
。来
年
度
よ
り
の
、

本
町
税
収
の
激
減
は
必
至
で
あ

る
。事
態
は
ど
れ
を
取
っ
て
も
、余

り
に
重
い
。

　
こ
れ
ら
が
背
景
に
あ
る
中
で
、

ま
も
な
く
本
町
の
リ
ー
ダ
ー
を
選

出
す
る
、町
長
選
挙
を
迎
え
る
。

危
機
を
乗
り
切
る
指
導
者
と
し

て
、町
の
皆
様
と
信
頼
関
係
を
築

く
べ
く
、現
職
な
ら
で
は
の
、意
義

あ
る
手
立
て
で
あ
る
と
、再
選
を

強
く
願
う
方
々
の
提
案
・
指
摘
を

受
け
、お
尋
ね
す
る
。

町
の
皆
様
の
お
困
り
の
数
々

は
、至
極
当
然
で
あ
り
深
刻

で
あ
る
。町
長
年
間
給
料
／
１
４
０

０
万
円
（
’１９
年
度
実
績
）。退
職
手

当
と
し
て
一
期
４
年
分
で
１
５
５
０

万
円
。こ
れ
ら
破
格
の
待
遇
は
、制

度
上
の
趣
旨
・
問
題
・
是
非
は
別
と

し
て
、現
況
／
住
民
感
情
に
そ
ぐ
わ

な
い
も
の
が
あ
る
。

　
よ
っ
て
、「
退
職
手
当
の
返
上
」を

こ
こ
に
提
案
す
る
。危
機
に
瀕
し
、

町
の
皆
様
と
一
丸
と
な
っ
て
立
ち
向

か
う
。其
の
気
が
、「
有
る
か
／
無
い

か
」
。「
実
行
す
る
か
／
し
な
い

か
」。そ
の
決
意
を
伺
い
た
い
。

本
町
は
愛
知
県
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
に
加
入

し
て
お
り
、当
該
組
合
の
退
職
手

当
条
例
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
ま

す
。制
度
上
、退
職
手
当
の
返
上
に

つ
き
ま
し
て
は
、行
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。な

る
ほ
ど
。答
弁
の
趣
旨
は

理
解
さ
せ
て
戴
き
ま
し

た
。
然
し
乍
ら
、金
員
の
出
所
は

全
て„
税
“に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て

い
る
。こ
の
未
曾
有
の
危
機
下
に

あ
っ
て
、「
制
度
が
云
々
・・・
」
等

で
、現
況
／
町
の
皆
様
と
、は
た

し
て
一
体
と
な
れ
る
の
か
。方
法
論

は
幾
つ
か
あ
る
の
で
は
無
い
か
。

　
１
４
０
０
万
人
都
市
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
、東
京
都
知
事
の
給

料
は
、「
２
分
の
１
」
返
上
で
、年

間
１
４
５
０
万
円
で
あ
る
。

　
例
え
ば
町
政
継
続
の
あ
か
つ
き

は
、給
料
「
４
分
１
カ
ッ
ト
／
４
年

間
」
を
、自
ら
こ
の
機
会
に
打
ち
出

す
な
ど
、町
政
継
続
に
対
す
る
熱
意

を
積
極
的
に
お
示
し
戴
き
た
い
。決

意
の
程
を
、再
度
確
認
し
た
い
。

５
月
の
臨
時
会
に
お
き
ま

し
て
、
特
別
職
の
給
料
を

令
和
２
年
６
月
か
ら
令
和
３
年
５

月
ま
で
の
１
年
間
、１０
％
減
額
す

る
条
例
案
を
上
程
し
、議
決
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
事
も
含
め
町
政
継
続
の
証

に
は
、さ
ら
な
る
「
報
酬
削
減
」
を

考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、行
政
の

効
率
化
、町
民
の
皆
様
を
支
援
で

き
る
体
制
を
整
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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▲安心してすごせる空間に

【国の放課後児童対策】
2007年 「放課後子どもプラン推進事業実施要綱」策定
（2009年 「放課後子ども教室」開始：豊山町）
2014年 「放課後子ども総合プラン」策定
2016年 児童福祉法改定
　　「全て児童は、児童の権利に関する条例の精神に
　　のっとり、適切に養育されること」
2017年 社会教育法一部改正
　　地域と学校が連携・協働し、地域全体で
　　子どもたちの成長を支え、地域を創生する
　　「地域学校協働活動」を推進するため
2018年 「新・放課後子ども総合プラン」策定
　　　　　　　　　　　　　　　2023年までを対象

（２） 学校の教室等の活用
　今般の臨時休業に伴い、従来の放課後児童クラブ（な
かよし会）の利用児童数よりニーズが高まることが考え
られることや、密集性を回避し感染を防止すること等か
ら、一定のスペース確保が必要である。ついては、これ
までも「新・放課後子ども 総合プラン」等に基づき、学校
施設の活用を促進してきたところであるが、今般の臨時
休業に伴い、教室、図書館、体育館、校庭等が利用可能
である場合は、国庫補助を受けて整備した学校施設を
使用する場合であっても財産処分には該当せず、手続
きは不要であり、積極的に施設の活用を推進すること。
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臨
時
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中
の
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
対
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で
、重
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何
よ
り
も
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ど
も
た

ち
の
健
康
・
安
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第
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え
、
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ど
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備
え
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臨
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が

要
請
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。(

文
科

省
・
厚
労
省
の
通
知
文
よ
り
抜
粋)

　
国
や
愛
知
県
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ら
各
市
町
村
へ

同
じ
要
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が
出
さ
れ
た
が
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内

で
も
様
々
な
方
法
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場
所
が
確
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れ
た
。要
請
を
ど
う
受
け
止

め
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か
に
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施
す
る
の
か
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１
つ
で
は
な
い
。
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は
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施
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あ
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。
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３
２
２
５
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９
５
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。
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。
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つ
き
ま
し
て
は
、行
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。な

る
ほ
ど
。答
弁
の
趣
旨
は

理
解
さ
せ
て
戴
き
ま
し

た
。
然
し
乍
ら
、金
員
の
出
所
は

全
て„
税
“に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て

い
る
。こ
の
未
曾
有
の
危
機
下
に

あ
っ
て
、「
制
度
が
云
々
・・・
」
等

で
、現
況
／
町
の
皆
様
と
、は
た

し
て
一
体
と
な
れ
る
の
か
。方
法
論

は
幾
つ
か
あ
る
の
で
は
無
い
か
。

　
１
４
０
０
万
人
都
市
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
、東
京
都
知
事
の
給

料
は
、「
２
分
の
１
」
返
上
で
、年

間
１
４
５
０
万
円
で
あ
る
。

　
例
え
ば
町
政
継
続
の
あ
か
つ
き

は
、給
料
「
４
分
１
カ
ッ
ト
／
４
年

間
」
を
、自
ら
こ
の
機
会
に
打
ち
出

す
な
ど
、町
政
継
続
に
対
す
る
熱
意

を
積
極
的
に
お
示
し
戴
き
た
い
。決

意
の
程
を
、再
度
確
認
し
た
い
。

５
月
の
臨
時
会
に
お
き
ま

し
て
、
特
別
職
の
給
料
を

令
和
２
年
６
月
か
ら
令
和
３
年
５

月
ま
で
の
１
年
間
、１０
％
減
額
す

る
条
例
案
を
上
程
し
、議
決
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
事
も
含
め
町
政
継
続
の
証

に
は
、さ
ら
な
る
「
報
酬
削
減
」
を

考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、行
政
の

効
率
化
、町
民
の
皆
様
を
支
援
で

き
る
体
制
を
整
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ く の け い こ  

作野桂子 議員
Sakuno Keiko

さ か  た  よ し お  

坂田芳郎 議員
Sakata Yoshio

A QQ

AA Q

Q.町長退職金／1550万円返上の意志は Q.なかよし会のスペース確保は

A.関係部局と調整、見直し検討

本人の申し出により、編集せず原文のまま
掲載しています。

▲安心してすごせる空間に

【国の放課後児童対策】
2007年 「放課後子どもプラン推進事業実施要綱」策定
（2009年 「放課後子ども教室」開始：豊山町）
2014年 「放課後子ども総合プラン」策定
2016年 児童福祉法改定
　　「全て児童は、児童の権利に関する条例の精神に
　　のっとり、適切に養育されること」
2017年 社会教育法一部改正
　　地域と学校が連携・協働し、地域全体で
　　子どもたちの成長を支え、地域を創生する
　　「地域学校協働活動」を推進するため
2018年 「新・放課後子ども総合プラン」策定
　　　　　　　　　　　　　　　2023年までを対象

（２） 学校の教室等の活用
　今般の臨時休業に伴い、従来の放課後児童クラブ（な
かよし会）の利用児童数よりニーズが高まることが考え
られることや、密集性を回避し感染を防止すること等か
ら、一定のスペース確保が必要である。ついては、これ
までも「新・放課後子ども 総合プラン」等に基づき、学校
施設の活用を促進してきたところであるが、今般の臨時
休業に伴い、教室、図書館、体育館、校庭等が利用可能
である場合は、国庫補助を受けて整備した学校施設を
使用する場合であっても財産処分には該当せず、手続
きは不要であり、積極的に施設の活用を推進すること。

１１ １０3 とよやま議会だよりNO.1５4　令和２年11月１日とよやま議会だよりNO.1５4　令和２年11月１日
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１2とよやま議会だよりNO.1５4　令和２年11月１日１3 とよやま議会だよりNO.1５4　令和２年11月１日

豊山にじいろ食堂
子
ど
も
食
堂
を
や
っ
て
み
よ

う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で

す
か
。

伊
藤
さ
ん

当
時
は
子
ど
も
の
６
人
に
１
人

が
貧
困
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、周
り

に
そ
ん
な
人
た
ち
が
い
る
の
か
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。実
際
に
知
っ
た
こ
と
が
大
き

か
っ
た
で
す
。

ど
の
よ
う
な
貧
困
を
感
じ
ま

す
か
。

伊
藤
さ
ん

貧
困=

物
が
食
べ
ら
れ
な
い
、

お
金
が
な
い
家
庭
と
い
う
よ
う
な
固
定

概
念
が
あ
る
け
れ
ど
も
、文
化
的
と
か

つ
な
が
り
と
か
踏
ま
え
て
貧
困
で
す
ね
。

　
お
母
さ
ん
方
も
働
い
て
い
る
の
で
、ど

う
し
て
も
地
域
か
ら
離
れ
て
い
き
が
ち

で
す
。子
ど
も
も
忙
し
い
の
で
、塾
と
か

習
い
事
に
な
る
と
、食
べ
物
も
で
き
た
て

で
は
な
く
て
、コ
ン
ビ
ニ
と
か
で
手
軽
な

も
の
に
走
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

に
じ
い
ろ
食
堂
が
目
指
し
て
い

る
も
の
は
な
ん
で
す
か
。

伊
藤
さ
ん

食
堂
に
行
け
る
子
ど
も
た
ち
が

少
し
で
も
地
域
と
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
地
域
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ
架
け

橋
に
な
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、に
じ
い
ろ
食
堂
と
い
う
名
前
を
つ
け

た
理
由
で
も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
食
堂
を
や
っ
て
み
た
ら
、ス

タ
ッ
フ
が
小
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学

生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
揃
っ
た
こ
と
が

あ
っ
て
、す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
大

人
も
子
ど
も
も
居
場
所
に
な
っ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
食
堂
の
ス
タ
ッ
フ
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
ど
の
よ
う

な
想
い
を
お
持
ち
で
す
か
。

伊
藤
さ
ん

私
は
「
何
を
し
た
ら
い
い
ん
で

す
か
で
は
な
く
、何
が
で
き
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
だ
い
た
ら
、こ
の
食
堂
は
い

い
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
言

葉
を
、朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
話
し
て
い

ま
す
。み
な
さ
ん
が
自
分
た
ち
で
考
え
て

動
い
て
く
れ
て
い
て
、本
当
に
助
か
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
印
象
に
残
っ
て
い
る

出
来
事
は
何
で
す
か
。

伊
藤
さ
ん

あ
る
年
配
の
方
が
お
孫
さ
ん

と
来
て
く
れ
て
、そ
の
と
き
の
メ
ニ
ュ
ー

が
オ
ム
ラ
イ
ス
だ
っ
た
の
で
す
が
「
久
し

ぶ
り
に
オ
ム
ラ
イ
ス
を
食
べ
ま
し
た
」
と

い
う
言
葉
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
書
い
て
あ
っ

た
こ
と
で
す
ね
。取
れ
た
て
の
野
菜
と
つ

き
た
て
の
お
米
だ
っ
た
の
で
、嬉
し
か
っ

た
で
す
ね
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
で
、子
ど
も
食
堂
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
。

伊
藤
さ
ん

３
月
か
ら
子
ど
も
食
堂
は
や
れ

て
い
な
い
で
す
ね
。そ
ん
な
中
、ピ
タ
ッ

と
止
め
る
の
で
は
な
く「
私
た
ち
の
で
き

る
こ
と
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」っ
て
、ス
タ
ッ

フ
と
話
し
た
結
果
、※

フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
を
始
め
ま
し
た
。３
月
は
飲
食
店
を

借
り
ま
し
た
。そ
の
と
き
は
広
報
に
は
載
せ

ず
に
、チ
ラ
シ
を
配
っ
た
り
、Facebook

で
お
知
ら
せ
し
た
の
で
す
が
、約
60
人
の
方

が
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

改
め
て
、
に
じ
い
ろ
食
堂
を

ど
の
よ
う
な
食
堂
に
し
て
い
き

た
い
で
す
か
。

伊
藤
さ
ん

ま
だ
、届
い
て
い
な
い
子
ど
も

た
ち
も
い
る
の
で
、私
の
中
で
力
不
足
だ

な
と
思
い
ま
す
。細
く
長
く
や
り
続
け
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
、ど
ん
な
形
で
も

消
え
な
い
よ
う
に
支
え
な
が
ら
、そ
の
子

た
ち
に
届
く
よ
う
に
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。み
な
さ
ん
、支
え
て
く
だ

さ
い
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
豊
山
に
じ
い
ろ
食
堂
（
子
ど
も
食
堂
）
が
２
０
１
８
年
７
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、

２
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。
子
ど
も
食
堂
、子
ど
も
、ス
タ
ッ
フ
へ
の
想
い
や
こ
れ

か
ら
に
つ
い
て
、代
表
の
伊
藤
章
代
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

QQA AQA

QAQA

QA

QA
TOPICS

▲みんないっぱい食べてね

▲打ち合わせ中のスタッフ

▲ドライブスルーで配布

食品を無料で配布する支援

活動。新型コロナウイルス

の影響で、子ども食堂の自

粛が続く中、全国でこの活

動が脚光を浴びている。

※フードパントリー

▲にじいろ食堂の立ち上げメンバー

９
月
定
例
会

質
疑
あ
れ
こ
れ

お
知
ら
せ

一
般
質
問

ト
ピ
ッ
ク
ス

追
　
跡

ト
ピ
ッ
ク
ス

９
月
定
例
会

質
疑
あ
れ
こ
れ

討
論･

審
議
結
果

一
般
質
問

追
　
跡



１2とよやま議会だよりNO.1５4　令和２年11月１日１3 とよやま議会だよりNO.1５4　令和２年11月１日

豊山にじいろ食堂
子
ど
も
食
堂
を
や
っ
て
み
よ

う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で

す
か
。

伊
藤
さ
ん

当
時
は
子
ど
も
の
６
人
に
１
人

が
貧
困
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、周
り

に
そ
ん
な
人
た
ち
が
い
る
の
か
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。実
際
に
知
っ
た
こ
と
が
大
き

か
っ
た
で
す
。

ど
の
よ
う
な
貧
困
を
感
じ
ま

す
か
。

伊
藤
さ
ん

貧
困=

物
が
食
べ
ら
れ
な
い
、

お
金
が
な
い
家
庭
と
い
う
よ
う
な
固
定

概
念
が
あ
る
け
れ
ど
も
、文
化
的
と
か

つ
な
が
り
と
か
踏
ま
え
て
貧
困
で
す
ね
。

　
お
母
さ
ん
方
も
働
い
て
い
る
の
で
、ど

う
し
て
も
地
域
か
ら
離
れ
て
い
き
が
ち

で
す
。子
ど
も
も
忙
し
い
の
で
、塾
と
か

習
い
事
に
な
る
と
、食
べ
物
も
で
き
た
て

で
は
な
く
て
、コ
ン
ビ
ニ
と
か
で
手
軽
な

も
の
に
走
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

に
じ
い
ろ
食
堂
が
目
指
し
て
い

る
も
の
は
な
ん
で
す
か
。

伊
藤
さ
ん

食
堂
に
行
け
る
子
ど
も
た
ち
が

少
し
で
も
地
域
と
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
地
域
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ
架
け

橋
に
な
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、に
じ
い
ろ
食
堂
と
い
う
名
前
を
つ
け

た
理
由
で
も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
食
堂
を
や
っ
て
み
た
ら
、ス

タ
ッ
フ
が
小
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学

生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
揃
っ
た
こ
と
が

あ
っ
て
、す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
大

人
も
子
ど
も
も
居
場
所
に
な
っ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
食
堂
の
ス
タ
ッ
フ
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
ど
の
よ
う

な
想
い
を
お
持
ち
で
す
か
。

伊
藤
さ
ん

私
は
「
何
を
し
た
ら
い
い
ん
で

す
か
で
は
な
く
、何
が
で
き
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
だ
い
た
ら
、こ
の
食
堂
は
い

い
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
言

葉
を
、朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
話
し
て
い

ま
す
。み
な
さ
ん
が
自
分
た
ち
で
考
え
て

動
い
て
く
れ
て
い
て
、本
当
に
助
か
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
印
象
に
残
っ
て
い
る

出
来
事
は
何
で
す
か
。

伊
藤
さ
ん

あ
る
年
配
の
方
が
お
孫
さ
ん

と
来
て
く
れ
て
、そ
の
と
き
の
メ
ニ
ュ
ー

が
オ
ム
ラ
イ
ス
だ
っ
た
の
で
す
が
「
久
し

ぶ
り
に
オ
ム
ラ
イ
ス
を
食
べ
ま
し
た
」
と

い
う
言
葉
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
書
い
て
あ
っ

た
こ
と
で
す
ね
。取
れ
た
て
の
野
菜
と
つ

き
た
て
の
お
米
だ
っ
た
の
で
、嬉
し
か
っ

た
で
す
ね
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
で
、子
ど
も
食
堂
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
。

伊
藤
さ
ん

３
月
か
ら
子
ど
も
食
堂
は
や
れ

て
い
な
い
で
す
ね
。そ
ん
な
中
、ピ
タ
ッ

と
止
め
る
の
で
は
な
く「
私
た
ち
の
で
き

る
こ
と
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」っ
て
、ス
タ
ッ

フ
と
話
し
た
結
果
、※

フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
を
始
め
ま
し
た
。３
月
は
飲
食
店
を

借
り
ま
し
た
。そ
の
と
き
は
広
報
に
は
載
せ

ず
に
、チ
ラ
シ
を
配
っ
た
り
、Facebook

で
お
知
ら
せ
し
た
の
で
す
が
、約
60
人
の
方

が
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

改
め
て
、
に
じ
い
ろ
食
堂
を

ど
の
よ
う
な
食
堂
に
し
て
い
き

た
い
で
す
か
。

伊
藤
さ
ん

ま
だ
、届
い
て
い
な
い
子
ど
も

た
ち
も
い
る
の
で
、私
の
中
で
力
不
足
だ

な
と
思
い
ま
す
。細
く
長
く
や
り
続
け
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
、ど
ん
な
形
で
も

消
え
な
い
よ
う
に
支
え
な
が
ら
、そ
の
子

た
ち
に
届
く
よ
う
に
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。み
な
さ
ん
、支
え
て
く
だ

さ
い
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
豊
山
に
じ
い
ろ
食
堂
（
子
ど
も
食
堂
）
が
２
０
１
８
年
７
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、

２
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。
子
ど
も
食
堂
、子
ど
も
、ス
タ
ッ
フ
へ
の
想
い
や
こ
れ

か
ら
に
つ
い
て
、代
表
の
伊
藤
章
代
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

QQA AQA

QAQA

QA

QA
TOPICS

▲みんないっぱい食べてね

▲打ち合わせ中のスタッフ

▲ドライブスルーで配布

食品を無料で配布する支援

活動。新型コロナウイルス

の影響で、子ども食堂の自

粛が続く中、全国でこの活

動が脚光を浴びている。

※フードパントリー

▲にじいろ食堂の立ち上げメンバー

９
月
定
例
会

質
疑
あ
れ
こ
れ

お
知
ら
せ

一
般
質
問

ト
ピ
ッ
ク
ス

追
　
跡

ト
ピ
ッ
ク
ス

９
月
定
例
会

質
疑
あ
れ
こ
れ

討
論･

審
議
結
果

一
般
質
問

追
　
跡



コ
ロ
ナ
禍
の
総
合
防
災
訓
練

令和2年

　受付は防護服やフェイス
シールドを着用し、避難者には
体調のチェックやマスクの着
用、検温などをしました。また、
新型コロナウイルス感染症の
疑いがある方を専用スペース
へ誘導する訓練をしました。

指
定
避
難
所
開
設
活
動

　災
害
対
策
本
部
か
ら
の
要
請
に
よ

り
、
派
遣
職
員
や
関
係
団
体
が
協
働

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
講
じ
た
受
付
や
居
住
ス
ペ
ー

ス
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
避
難
所
資
材
の
取
り
扱
い

を
確
認
し
ま
し
た
。

密を防ぐために、
居住スペースの
テントは、２メー
トルの間隔を開
けました。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講

じ
た
総
合
防
災
訓
練
が
９
月
６
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
町
長
以
下
36
人
、消
防
団
員
は
団
長
以
下

17
人
、小
学
校
区
自
主
防
災
会
は
各
役
員
５
人

か
ら
10
人
と
参
加
者
を
絞
り
実
施
し
ま
し
た
。▲災害対策本部を設置

応
急
医
療
救
護
所
開
設
活
動

　災
害
対
策
本
部
か
ら
の
指
示
に

よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
策
を
講
じ
た
応
急
医
療

救
護
所
を
開
設
し
、
施
設
内
の
レ

イ
ア
ウ
ト
や
職
員
対
応
な
ど
を
検

証
し
ま
し
た
。

▲新栄供用施設に応急医療救護所を開設

TOPICS

第14回おしえて！？
地空人く～ん

議会用語解説 全員協議会とは
　議員全員で構成され、町政
全般に関わる事や議会の運営
に関する協議、調整を行うため
に開かれる会議だよ～ん。

地空人くん

追跡どうなったあの質問

　令和元年度から、季節性インフ
ルエンザに限り「治癒証明書」では
なく、医師の指示のもと保護者が
記入する「治癒報告書」の提出に変
更した。

どうなった

　児童生徒のインフルエンザが
治った場合に学校へ提出する、医療
機関による「治癒証明書」は必要か。

質 問Q

　文部科学省の通知の趣旨などを
踏まえ、検討する。

答 弁A

平成30年６月定例会

　令和２年６月１日から医師によって
処方された昼の服用分の投薬を開
始した。

どうなった

　町立保育園では、医師によって処方
された園児の薬の昼服用分は、どのよ
うに対応しているか。今後の対応は。

質 問Q

　園児に投薬はしていない。保育士
が薬を飲ませることについて、医師の
見解を聞きながら検討していく。

答 弁A

平成30年９月定例会
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P4～5
P8～１1
P１6

住民の利便性・安全性を向上
（令和元年度決算）
質疑あれこれ
3人が一般質問
翔びたて豊山っ子！ 町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

P12～14にじいろ食堂・総合防災訓練
TOPICS

とっても　おいしいよ （関連記事P16）

　
い
つ
も
読
ん
で
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
３
年
半
の
広
報
編
集
委
員
活
動
で
、よ
り
多

く
の
住
民
の
方
に
読
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
新
聞

表
記
を
基
本
に
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
増
や
す
な

ど
工
夫
し
、様
々
な
改
善
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
の一
般
質
問
の
コ
ー
ナ
ー
は
、議

員
の
顔
が一番
よ
く
見
え
、そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方

な
ど
が
わ
か
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

　
毎
回
、議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
残
す
た
め

の
編
集
作
業
は
、時
間
の
か
か
る
大
変
な
作
業

と
な
り
ま
す
。

　
今
回
、大
き
く
編
集
方
針
が
変
わ
り
ま
し

た
。

　
一
般
質
問
の
コ
ー
ナ
ー
で
各
議
員
か
ら
申
し

出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、編
集
を
し
な
い
で
原
文

原
稿
通
り
に
掲
載
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。こ
の
変
更
に
よ
っ
て
、議
会
だ
よ
り
の

読
者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

翔びたて豊山っ
子！

Ｔ・Ｔ

　
９
月
、新
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
さ
れ
た
給

食
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
よ
り
温
か
く
美
味
し
い
給
食
で
、子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
増
え
ま
し
た
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
が
新
し
く
な
っ
て
、食

器
が
変
わ
っ
て
と
て
も
使
い
や
す
く
な
り

ま
し
た
。お
か
ず
を
も
る
お
皿
が
２
つ
に

区
切
ら
れ
た
の
で
、サ
ラ
ダ
の
し
る
が
混

ざ
ら
な
く
て
、前
よ
り
お
か
ず
を
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、ご
飯
茶
わ
ん
は

中
が
ざ
ら
ざ
ら
し
て
い
る
の
で
、ご
は
ん

が
く
っ
つ
き
に
く
く
き
れ
い
に
食
べ
る
こ

と
も
で
き
て
、と
て
も
便
利
に
な
り
ま
し

た
。お
た
ま
や
ト
ン
グ
の
種
類
も
増
え
、

そ
の
日
の
お
か
ず
な
ど
に
合
わ
せ
て
使
い

分
け
る
こ
と
が
で
き
、配
る
の
も
や
り
や

す
く
な
り
ま
し
た
。給
食
セ
ン
タ
ー
の
み

な
さ
ん
、い
つ
も
お
い
し
い
給
食
を
つ
く
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
翌
日
の
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
を
見
る

の
が
日
課
で
す
。４
時
間
目
に
は
え
ん
ぴ
つ

が
進
ま
な
い
く
ら
い
待
ち
遠
し
い
で
す
。２

学
期
に
な
っ
て
、も
っ
と
給
食
が
好
き
に
な

り
ま
し
た
。ご
は
ん
が
温
か
く
な
っ
た
か
ら

で
す
。温
か
い
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
、ほ
っ

と
す
る
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、苦
手
だ
っ
た
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ

も
、う
す
味
に
な
っ
て
お
い
し
く
な
り
、大

好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
方
た
ち
の

お
か
げ
で
、毎
日
お
い
し
い
給
食
が
食
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、感
し
ゃ
の
気

持
ち
を
わ
す
れ
ず
に
き
れ
い
に
食
べ
た
い

で
す
。

中
村 

心
乃
香

青
山 

依
桜
里

新
し
い
食
器

給
食
、大
好
き

編
集
委
員
の
つ
ぶ
や
き

広報編集委員
議員は選挙区内の方に、

答礼のための自筆によるも
のを除き、年賀状、寒中見舞
い等のあいさつ状を出すこ
とを禁止されています。
ご理解をお願いします。

議会の傍聴に来てください
次回定例会の予定

委 員 長　山本 亮介

副委員長　作野 桂子

委　　員　坪井 孝仁
　　　　　柴田 賢一
　　　　　岡島　 剛

開始時間は午前９時30分から（最終日は午後１時30分から）
議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

12月 7日（月）開会・議案説明
１２月１４日（月）一般質問
１２月１５日（火）議案質疑

１２月１６日（水）福祉建設委員会
１２月１７日（木）総務文教委員会
１２月１８日（金）討論・採決・閉会

年賀状等のあいさつ状の禁止

あ
お
や
ま

　い

　お

　り

な
か
む
ら

　こ

　の

　か

とよやま議会だよりNO.1５4　令和２年11月１日


